
広告企画

・イベントスペースをお持ちの施設運営会社
・ポップアップストア関連のサービスをお持ちのイベント企画会社
・のぼり、アドバルーンなど販促ツールをお持ちの企業

こんなお悩みを持つ企業様におすすめです

ポップアップストアの予算を
取るために必要な10のこと

10月号 2018年9月1日
発売

特集

2018年下期に向けて予算組をしているマーケターに向けて、
ポップアップストアのパートナーと言えば貴社
というブランディングをすることができます。



「月刊販促会議」について

ビジネスシーンで重要なプレゼンを行うことが多い層
日本で唯一の「販売促進」専門誌として、読者層が明確。GMSやSM、ドラッグストアのマーケティング本部、メー
カー、製造小売業の販売促進部門、小売店の店長など幅広い読者を抱えています。

創 刊：1997年
発 行：月刊（毎月1回）
定 価：1,300円（税込）
判 型：A4変形・160ページ
部 数：50,000部
販 売：全国有力書店ならびにAmazon、

定期購読

企業のマーケティング活動において投資対効
果に対する意識が高まり、「いかに販売に結
び付けるか」という販売促進への期待も高
まっています。メーカーから大手流通、小売
店にいたるまで、豊富な事例をベースに、通
常は表に出てこない 成功のポイントを徹底分
析。日本で唯一の「販売促進」専門誌として、
販売促進にかかわる読者へのアプローチの機
会を提供します。

日本で唯一の「販売促進」専門誌として、販売促進に
かかわる読者へのアプローチの機会を提供します。

メーカー、小売・流通の
販促担当が購読

広告・販促のプランナー、
流通・メーカーの販促担当者が読者

現場で活躍している
30代前後が読者の中心

関東・関西が
7割を占める

アマゾンギフトカードユミルリンク三井住友カード

月刊『販促会議』について

■読者

■誌面事例



売るまではあくまでもモノだった商品が、人が手にし
た瞬間からブランド体験、ストーリーが始まる。届
いた先の体験こそがそのモノの本当の価値になり、
いまやモノの価値は人とブランドが共に生み出すも
の。そしてそのブランド体験や経験の質の良し悪し
が、ブランドの良し悪しになる。企業と消費者はも
はや一体となって、商品の存在価値をつくっていま
す。体験ブランディングの中でもポップアップストア
は、店舗に来店した人たちの笑顔や熱量が最も
わかりやすい場と言えます。

消費者との直接の接点を
どのように設計し、

“心躍る体験”を提供するか

体験ブランディングには、ほかにもワークショップを
開催したり、サンプリング、映像やグラフィックを活
用したクリエイティブまでさまざまな手段があるため、
ブランドや商品に合わせて適切な手法を選ぶこと
も重要です。これを解決するためには、企業の持
つ価値を“いま”の消費者の価値基準に合ったも
のに編集し直すことが重要です。再編集した価値
を伝える手法の一つが、ポップアップストアに代表
される体験ブランディングです。

ブランドの持つ価値を、“いま”の
世の中に合ったものに編集し直す

その手法の1つがポップアップストア

ストーリージェニックなポップアップストアが
競合との差別化のカギになる

企業事例 専門家の解説 広告記事

他社の成功事例を知る 知識を身に付ける 打ち手を見つける

ナショナルブランドのブラン
ドマネージャー、メーカーの
マーケティング部、プロモー
ション部の担当者

新しい価値の提案を正しく理
解してもらうことを目的とし
て、売上ではない、体験とそ
の拡散を目標に実施展開する
ケースが増える見込み。

EC専業、国内のエリアにと特
化した事業会社、日本初上陸
プロダクト担当者

これまでネット専業の企業は、
その販路拡大として、オフラ
インの接点より新規顧客を獲
得したいニーズが高い。

高関与商材（家電、車、
オンライン完結のサー
ビス等）の担当者

モノの価値ではなく、モノから
起きるコトをいかに想像させら
れるか、提供できるかが重要。
すでにユーザーになっている場
合も、ロイヤリティ向上を目的
として実施される傾向がある。

企画実施の背景

■想定読者



企画実施の背景

■ポップアップストアのニーズ

現在、来期（下期）に向けたポップアップストアの予算取りが活発化。

【ポップアップストア経験あり、興味ありの会社】
※参考：編集部取材およびアンケートより
AGF
アンファー
資生堂
パナソニック
スターフライヤー
フィリップス
パナソニック
POLA
BOTANIST
日本ケロッグ
ハーゲンダッツ

森永乳業
東ハト
JINS
ダイソン
サントリー
サッポロビール
小林製薬
コクヨ
モルソン・クアーズ
ロッテアイス
象印

キユーピー
ソニー
Yogibo

マーケター側はポップアップストア展開のリテラシーはそこまで高くない・・・
↓

プレイヤー側が提供する価値に委ねる傾向は強い。

【ポップアップストアプロデュースに求めること】

・影響力と親和性の高いエリアスぺース
・フォトスポットの演出
・ターゲットにあったデザイン
・季節感
・こだわり・限定・贅沢感
・ブランドイメージから外しすぎない

【施工に求めること】

・施工期間の短さ
・簡素ではなくホンモノの演出

【展開中に求めること】

・拡散のイメージが描けるPRストーリー
・滞りのない現場対応

など

2017年Pop Up Store実施企業（一例）
「ジョニーウォーカー ハイボールスタジオ」＠六本木ヒルズ
「パナソニック ラムダッシュ」＠表参道
「キューサイ Q’SAI Kale Café」＠表参道
「アシックス商事 Lady worker」＠JR渋谷駅



「インバウンド消費」企画プラン：１

ポップアップアップストア関連の施策を
実施するうえでの、貴社の強みを訴求していきます。

・イベントスペースをお持ちの施設運営会社
・ポップアップストア関連のサービスをお持ちのイベント企画会社
・のぼり、アドバルーンなど販促ツールをお持ちの企業 など

想定ご出稿企業様（例）

①4C2Pタイアップ記事

・抜き刷り ・PDF提供

②デジタル版 ③アドタイ掲載

＜内容＞

＜有料オプション＞

価格:30万~（税別） 価格:10万（税別）

編集部が取材をし、誌面2Pの記事を制作いたしま
す。雑誌読者へのリーチに加え、記事コンテンツ
はデジタル版への転載、アドタイでも記事化をす
ることでWeb上での拡散を狙うことが可能です。

④SNS告知

https://www.facebook.com/advertimes/

@advertimes

63,080人がフォロー (18年2月時点)

32854人がフォロー (18年2月時点)

アドタイ記事については、『アドタイ』
Facebook,Twitterアカウントにで投稿いたします。

価格:200万（税別）

※1Pの場合は120万円（税別）

※誌面イメージです

編集部が貴社を取材し、広告記事を作成する企画です。第三者目線でサービス概要を図
版などを交えてわかりやすく伝える構成や、貴社とクライアントとの対談形式、人材に
フューチャーしたインタビュー形式など貴社に適した構成をご提案させていただきます。
認知の向上をはじめ、業界内でのキーワードに紐付いたイメージ醸成、発注担当者から
の信頼感作り、問合せ案件の獲得に繋げることを狙いとした企画です。

特別企画①

■誌面を中心としたタイアップ企画



■トレンドを先取り！編集部注目のポップアップマテリアル

ポップアップストアの企画を最大限に活かし、機能するうえで、演出や拡散を促すマテリアルの存在は
重要度を増しています。
そこで今回、販促会議では、編集部が注目し、マーケターおよびプランナーに推薦する特別企画
「ポップアップマテリアル」を実施いたします。
その中で貴社のサービス、事例を紹介することにより、認知拡大とマテリアルとの差別化を獲得することに
つながる機会を提供します。※編集部の審査が必要です。

特別企画②

□1.ポップアップストア展開における注目マテリアルとして紹介

ポップアップストア展開の各重要フェーズにおける知見者として、
寄稿をいただきます。
そのフェーズにおけるポイントやキーワードを解説とともに明らか
にしていただくことで、ポジショニング形成に寄与します。

＜本企画のポイント＞

＜本企画のポイント＞

編集部注目のポップアップマテリアルとし
て、貴社サービス・マテリアルにフィー
チャーいたします。マテリアルの写真とス
ペック紹介のエビデンスととともに、より
マーケターやプランナーのプライオリティが
あがるよう、事例や編集部の推薦コメ
ントも紹介。また、取材はせずにフォー
マットタイプにすることで、特別価格にて
ご提供いたします。

価格：60万（税別）
※通常は4C1P75万円（定価）

エリア エリアデータ

スペース
写真

スペック
紹介

編集部
コメント

事例紹介
or

担当者
紹介

掲載イメージ ※レイアウトは変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。



■編集部注目のポップアップスペース

ポップアップストアによる展開の成否をわける重要なアイテムである「ポップアップスペース」。
スペースを制するものがポップアップストアを制するといっても過言ではありません。
どんなに魅力的な企画であっても、ターゲットの人通りがなければ、目的は果たせません。
一方で、エリアやスペースの影響力が高ければ、ポップアップストアはさらに機能します。
そこで今回、販促会議では、編集部が注目し、マーケターに推薦する特別企画「ポップアップスペース」
を実施いたします。
その中で貴社のスペース、事例を紹介することにより、認知拡大と他スペースとの差別化を獲得すること
につながる機会を提供します。※編集部の審査が必要です。

特別企画③

□1.ポップアップストア展開における注目スペースとして紹介

＜本企画のポイント＞

スペース写真とスペック紹介のみの枠です。
本特集内にて掲載していただくことで、
他スぺースとの差別化やマーケターおよび
プランナーへの効率的な訴求が可能です。
※1Pあたり３つの枠を予定。
※フォーマットにて回答をいただきます。

＜本企画のポイント＞

編集部注目のポップアップスペースとし
て、貴社スペースにフィーチャーいたしま
す。スペースの写真とスペック紹介のエ
ビデンスととともに、よりマーケターやプラ
ンナーのプライオリティがあがるよう、事
例や編集部の推薦コメントも紹介。ま
た、取材はせずにフォーマットタイプにす
ることで、特別価格にてご提供いたしま
す。

価格：60万（税別）
※通常は4C1P75万円（定価）

□2.注目スペース（小枠企画）※12枠限定

価格：30万（税別）

エリア エリアデータ

スペース
写真

スペック
紹介

編集部
コメント

事例紹介
or

担当者
紹介

掲載イメージ ※レイアウトは変更になる可能性がございます。あらかじめご了承ください。



申し込み〆切 2018年7月27日
取材期間 2018年7月23日～8月3日
校了予定日 2018年8月17日
発売日 2018年9月 1日

・弊社広告掲載審査基準に基づき、掲載をお受けできない場合があります。
・表紙2、3、4、目次対向以外の本文中の掲載ページのご指定はできません。
・タイアップ広告制作に際し、遠方取材、著名人出演など、そのほかの経費か
かる場合には別途ご請求申し上げます。
・弊社が定める最低出稿企業数に満たない場合は、広告特集を中止する場
合がございます。あらかじめご了承ください。

「宣伝会議広告掲載審査基準」
１ 他を誹謗、中傷したり、差別するなどの個人の尊厳を損なうおそれのあるもの。
２ 健全な社会秩序の形成を損なうおそれのあるもの。
３ 各種業界が自主的に明示している規約や規則に反するもの。
４ 肖像権や知的所有権を侵害するおそれのあるもの。
５ 事実に反する誇大表現や、不明確な広告表現、読者に誤認を与えるような表現などで、読者に不利益を与えるおそれのあるもの。
６ 広告の責任の所在が曖昧で広告表現上の明瞭性や相当性を欠くもの。
７ 広告の内容について、広告主が責任を持ちえないもの。
８ 根拠なく商品・サービスの効果、性能の著しい優良性を示す表示。

ただし、当該表示内容を裏付ける合理的根拠をあらかじめ有している場合はその限りではない。
９ 編集記事面をも含めた誌紙面、WEBサイト全体の品位、調和を損ねる表現のもの。

事実に反して、弊社が広告主を支持し、その商品、役務、意見などを推薦、または保証しているかのような表現のもの。
10 読者が不快感をもつもの、またはそのおそれのあるもの。
11 本誌紙、WEBサイトの編集記事を訂正または否定する表現のもの。

ただし、弊社が事実を確認し、妥当と判断したものはこの限りではない。
12 弊社の事業分野と競合する、またはそのおそれのある企業・商品・サービスの広告。

ただし、弊社が妥当と判断したものはこの限りではない。

編集タイアップ 2ページ（デジタル版＋アドタイ記事転載）

200万円（税抜）※記事制作費込み

編集タイアップ 1ページ（デジタル版＋アドタイ記事転載）

120万円（税抜）※記事制作費込み

※上記以外の特殊面などへの出稿については営業担当にお問い合わせください。

編集部のポップアップマテリアル・スペース 1ページ
60万円（税抜）※フォーマット型誌面取材形式

純広告 1ページ
75万円（税抜

広告料金

＜スケジュール＞

お申込み・お問合せはこちらのフォームよりどうぞ

https://biz.sendenkaigi.com/other/inquiry/?r=r-menu

